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８
月
８
日
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時

情
報
（
巨
大
地
震
注
意
）
が
発
表
、

９
月
21
日
能
登
豪
雨
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。
激
甚
化
・
頻
発
す
る
災
害

か
ら
命
を
守
る
対
策
が
重
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。
本
市
の
防
災
・
減
災
・

備
災
に
関
し
取
り
組
み
状
況
に
つ
い

て
質
し
ま
し
た
。
市
長
よ
り
近
隣
住

民
に
よ
る
自
主
防
災
組
織
の
強
化
や

避
難
所
生
活
用
水
確
保
の
た
め
学
校

施
設
の
井
戸
整
備
方
針
を
位
置
付
け

取
り
組
む
旨
の
答
弁
を
得
ま
し
た
。

　

地
域
経
済
に
関
し
、
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
に
つ
い
て
質
し
、
電
子
版

ガ
ラ
シ
ャ
商
品
券
を
商
工
会
が
継
続

実
施
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
と
の
答

弁
を
得
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　

　

一
般
会
計
補
正
予
算
審
査
で
は
、

関
西
万
博
へ
の
校
外
学
習
に
つ
い
て
、

貴
重
な
学
び
の
機
会
で
あ
る
た
め
、

小
中
学
生
へ
安
全
確
保
の
上
参
加
で

き
る
よ
う
要
望
し
賛
成
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
市
民
の
安
全
と
安
心
の

た
め
の
施
策
の
推
進
、
地
元
企
業
や

農
業
の
振
興
な
ど
豊
か
な
暮
ら
し
の

実
現
の
た
め
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

八
木
浩
・
中
小
路
貴
司

　　

令
和
５
年
度
の
決
算
規
模
は
歳
入

総
額
約
３
８
０
億
円
、
歳
出
総
額
３

６
４
億
円
余
で
あ
り
、
実
質
収
支
は

13
億
円
の
黒
字
と
安
定
し
た
事
業
運

営
で
あ
る
こ
と
を
評
価
し
ま
す
。
多

く
の
決
算
の
中
で
特
筆
す
る
の
は
防

災
・
減
災
へ
の
取
組
で
あ
り
ま
す
。

今
年
は
元
日
の
能
登
半
島
地
震
、
８

月
の
日
向
灘
の
地
震
と
お
盆
期
間
に

及
ん
だ
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情

報　

巨
大
地
震
注
意
」
、
神
奈
川
県

西
部
地
震
、
先
般
の
能
登
豪
雨
と
続

い
て
お
り
、
市
民
の
意
識
も
関
心
も

高
く
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
令

和
５
年
度
は
、
東
部
防
災
拠
点
の
調

査
検
討
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
災
害

に
備
え
た
ハ
ー
ド
を
整
備
し
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
災
害
時
要
配
慮
者

支
援
体
制
の
構
築
な
ど
、
防
災
や
福

祉
の
視
点
か
ら
地
域
の
力
を
つ
け
る

こ
と
、
自
治
の
視
点
か
ら
自
治
会
な

ど
地
縁
活
動
を
活
性
化
す
る
こ
と
な

ど
課
題
を
共
有
し
て
い
た
だ
き
、
災

害
へ
の
備
え
を
万
全
な
も
の
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
要
望

し
、
令
和
５
年
度
決
算
認
定
に
賛
成

し
ま
し
た
。
田
村
直
義
・
三
木
常
照

　　

令
和
５
年
度
の
決
算
は
、
新
庁
舎

や
長
４
小
の
建
替
え
な
ど
に
よ
り
、

約
３
８
０
億
円
の
大
き
な
決
算
規
模

に
な
り
ま
し
た
。
法
人
市
民
税
収
が

９
・
４
億
円
、
61
％
も
減
少
し
た
事

な
ど
か
ら
、
実
質
単
年
度
収
支
は
４

・
４
億
円
の
赤
字
に
な
り
、
さ
ら
に

経
常
収
支
比
率
が
、
８
ポ
イ
ン
ト
悪

化
し
、
財
政
の
硬
直
化
が
進
ん
で
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
長
３
小
、
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
、
長
中
、
神
足
小
な
ど

の
建
替
え
が
控
え
て
い
ま
す
。　
　

　

来
年
か
ら
団
塊
世
代
が
後
期
高
齢

者
と
な
る
２
０
２
５
年
問
題
が
始
ま

り
、
６
年
後
に
は
団
塊
ｊ
ｒ
．
世
代

が
定
年
を
迎
え
る
２
０
３
０
年
問
題

が
始
ま
り
ま
す
。
本
格
的
な
行
財
政

改
革
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

第
３
期
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
で
は
、
以
前
の
ア
ン
ケ
ー
ト

を
基
に
、
多
様
な
子
ど
も
の
声
を
取

り
入
れ
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
手
法
や

対
象
の
検
討
な
ど
を
要
望
し
ま
し
た
。

本
市
が
さ
ら
に
子
育
て
し
や
す
い
環

境
に
な
る
よ
う
会
派
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　

　
　
　
　

小
谷
宗
太
郎
・
川
口
良
江

　　

令
和
六
年
第
三
回
議
会
（
九
月
）

定
例
会
で
は
、
令
和
五
年
度
に
お
け

る
長
岡
京
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
の
他
、
今
年
度
の
補
正
予

算
や
条
例
の
一
部
改
正
及
び
人
事
案

件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。　

　

慎
重
審
査
の
結
果
、
委
員
会
等
で

の
意
見
や
要
望
を
付
し
て
、
全
て
の

議
案
に
賛
成
い
た
し
ま
し
た
。　
　

　

一
般
質
問
で
は
『
長
岡
京
市
第
四

次
総
合
計
画
第
二
期
基
本
計
画
』
に

つ
い
て
質
問
を
行
い
、
第
三
期
基
本

計
画
に
繋
ぐ
旨
の
答
弁
を
得
ま
し
た
。

　

総
括
質
疑
で
は
、
「
生
涯
学
習
環

境
の
充
実
」
「
健
康
づ
く
り
の
促
進
」

「
自
治
活
動
の
促
進
」
「
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
」
に
つ
い
て

質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
本
紙
に
内
容

の
一
部
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で

是
非
と
も
ご
一
読
く
だ
さ
い
。　
　

　

議
会
改
革
特
別
委
員
会
で
は
、
オ

ン
ラ
イ
ン
委
員
会
や
休
日
議
会
等
に

つ
い
て
議
論
い
た
し
ま
し
た
。　
　

　

こ
れ
か
ら
も
、
住
み
た
い
・
住
み

つ
づ
け
た
い
と
実
感
で
き
る
長
岡
京

市
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。　
　
　

　
　
　
　
　

冨
岡
浩
史
・
中
村
亮
太

平
成
同
志
ク
ラ
ブ

平
成
自
民
ク
ラ
ブ

長
岡
京
未
来
の
会

れ
い

め
い

長
岡
京
黎
明
の
会



会派とは、同じ意見や考えを持つ議員が集まってつくるグループのことです。
ここでは９月定例会で審議された内容について、各会派の意見を紹介します。
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令
和
六
年
九
月
定
例
会
に
お
い
て

令
和
六
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
を

審
議
し
、
令
和
五
年
度
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
・
特
別
会
計
・
上
下
水

道
事
業
会
計
の
議
案
を
審
査
し
可
決

認
定
さ
れ
ま
し
た
。
法
人
市
民
税
の

大
幅
な
減
収
な
ど
厳
し
い
財
政
運
営

を
迫
ら
れ
る
中
、
財
政
健
全
化
法
に

基
づ
く
４
指
標
は
良
好
な
数
値
を
維

持
し
て
お
り
評
価
で
き
る
も
の
で
す
。

　

今
回
の
一
般
質
問
で
は
、
超
高
齢

化
社
会
の
な
か
で
増
加
し
て
い
る
加

齢
に
よ
る
難
聴
者
の
た
め
に
、
市
の

窓
口
に
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
の
設
置

や
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
促
進
、
小

中
学
校
の
水
泳
授
業
の
民
間
委
託
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。　
　
　
　

　

総
括
質
疑
で
は
令
和
五
年
度
の
決

算
を
ふ
ま
え
て
、
今
後
の
財
政
運
営

・
府
営
水
道
の
あ
り
方
や
防
災
・
安

全
に
つ
い
て
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　

公
明
党
と
し
て
「
自
動
運
転
移
動

サ
ー
ビ
ス
等
の
社
会
実
装
に
向
け
た

環
境
整
備
を
求
め
る
」
意
見
書
を
提

案
さ
せ
て
頂
き
、
全
会
一
致
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

福
島
和
人
・
石
井
啓
子

　　
令
和
５
年
度
決
算
は
実
質
収
支
13

億
円
余
り
の
黒
字
で
あ
り
、
住
宅
開

発
や
人
口
増
加
、
小
学
校
の
校
舎
や

給
食
室
の
整
備
、
空
調
設
置
な
ど
教

育
環
境
の
充
実
等
を
進
め
る
積
極
的

な
事
業
展
開
の
中
、
財
政
健
全
化
指

標
は
良
好
な
範
囲
で
推
移
し
て
お
り

堅
実
な
財
政
運
営
で
あ
る
こ
と
を
評

価
し
ま
す
。
一
方
、
市
民
生
活
に
目

を
向
け
る
と
世
界
的
な
物
価
高
騰
で
、

電
気
・
ガ
ス
料
金
を
は
じ
め
様
々
な

も
の
が
値
上
が
り
し
家
計
へ
の
負
担

は
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
本
市

で
は
、
給
付
金
事
業
や
、
福
祉
事
業

者
、
農
業
者
、
商
工
業
者
へ
の
支
援

を
実
施
す
る
な
ど
１
年
を
通
じ
て
市

民
生
活
の
下
支
え
に
幅
広
く
取
り
組

ま
れ
た
こ
と
も
大
い
に
評
価
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
物
価
高

騰
は
今
な
お
進
行
し
て
お
り
、
賃
金

の
上
昇
が
追
い
付
か
な
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。
今
後
も
市
民
生
活
に

及
ぶ
影
響
に
注
視
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
さ
ら
な
る
充
実
に
向
け
対
応
策

を
要
望
し
、
令
和
５
年
度
決
算
の
認

定
に
賛
成
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　

　
　
　
　

上
村
真
造
・
白
石
多
津
子

　
長
天
西
口
に
85
ｍ
タ
ワ
マ
ン
案
？　

　

市
は
長
岡
天
神
駅
西
側
で
、
再
開

発
事
業
の
実
施
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

市
の
委
託
し
た
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

業
者
の
報
告
書
で
は
、
「
素
案
」
と

し
て
高
さ
85
ｍ
、
45
ｍ
、
31
ｍ
の
３

案
が
示
さ
れ
、
85
ｍ
の
タ
ワ
ー
マ
ン

シ
ョ
ン
な
ら
村
田
製
作
所
本
社
ビ
ル

を
超
え
る
高
さ
と
な
り
ま
す
。　
　

　

阪
急
高
架
化
も
、
費
用
便
益
（
Ｂ

／
Ｃ
）
の
基
礎
的
な
試
算
で
は
、
得

ら
れ
る
便
益
に
対
し
３
倍
の
費
用
が

か
か
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。　
　
　

　

ま
ち
づ
く
り
・
財
政
の
両
面
で
市

民
合
意
が
必
須
だ
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　

中
央
公
民
館
の
駐
車
場
や
学
校
施

設
開
放
（
体
育
館
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

の
有
料
化
・
値
上
げ
検
討
が
打
ち
出

さ
れ
ま
し
た
。
給
食
費
値
上
げ
も
そ

う
で
す
が
、
「
受
益
者
負
担
」
の
論

理
が
市
政
に
広
が
り
、
公
の
役
割
が

改
め
て
問
わ
れ
ま
す
。　
　
　
　
　

　

国
へ
の
意
見
書
で
は
、
子
ど
も
の

医
療
費
助
成
へ
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
復
活

に
反
対
す
る
意
見
書
、
介
護
報
酬
の

引
き
上
げ
を
求
め
る
意
見
書
を
提
案

・
可
決
で
き
ま
し
た
。
（
小
）　
　

　　

９
月
議
会
で
は
、
令
和
５
年
度
の

各
会
計
の
決
算
審
査
が
そ
れ
ぞ
れ
行

わ
れ
、
決
算
に
か
か
る
全
議
案
が
認

定
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
の
決
算

額
は
、
歳
入
３
８
０
・
７
億
円
、
歳

出
３
６
４
・
４
億
円
で
し
た
が
、
実

質
単
年
度
収
支
は
４
・
４
億
円
の
２

年
連
続
の
赤
字
決
算
で
し
た
。
財
政

健
全
化
法
に
基
づ
く
４
指
標
に
つ
い

て
は
、
公
表
以
来
良
好
な
数
値
を
継

続
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

　

ま
た
、
今
議
会
で
は
、
登
壇
し
た

順
番
で
、
冨
田
議
員
か
ら
３
項
目
、

干
場
議
員
か
ら
３
項
目
、
宮
小
路
議

員
か
ら
３
項
目
、
進
藤
議
員
か
ら
１

項
目
、
大
伴
議
員
か
ら
３
項
目
に
つ

い
て
、
会
派
の
全
議
員
か
ら
一
般
質

問
を
行
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

　

そ
し
て
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会

小
委
員
会
で
は
、
冨
田
・
大
伴
・
宮

小
路
の
３
人
の
議
員
が
、
会
派
を
代

表
し
て
総
括
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
概
要
に
つ
い
て
は
、

こ
の
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

冨
田
達
也
・
宮
小
路
康
文
・
大
伴
塁

　
　
　

・
干
場
志
都
恵
・
進
藤
裕
之

（
か
が
や
き
）

輝

平
成
西
山
ク
ラ
ブ


